
SMON患者全国実態調査成績

第 1回調査 （昭和 42,43年全受診患者調査）と

第 2回調査 （昭和 44年以降新受診患者調査）の総括

一昭和 47年 3月末現在一

担当：重松逸造，柳川 洋，種村道彦，石川澄子（国立公衆衛生院疫学部）

石丸隆治，谷修一（厚生省公衆衛生局防疫課）

要 約

1 調査の 目 的

SMO N患者なふぴに同容疑壱者の全国的な発生状況を把揮するとともに，病状，経過，疫学的特

性など争明らかにするこ と。

2 調査の 方 法

昭和 45年3月20日に当協議会総会の席上で報告 した第1回全国調査では，昭和42年1月1日

～4 3年12月31日の 2年間に全国の医療機関に受診したすべてのSMON患者ならびに同容疑患

者 （新来．再来．入院のすべてを含む ）についてJ上記調査の報告書 （昭和 45年3月20日当協議

会発行または当協議会報告1!}~ 1掲載）』こ添付 した調査個人票を作成するよう，厚生省の協力を得て

各都道府県，指定都市の衛生部局に依頼した。 フ

昭和 46年9月30日に報告 した第2回全国調査の総括では別紙調査個人票を用いて昭和44年1

月1日～45年6月30日の聞の初診患者 （容疑例を含む）を一括して45年9月末までに，また45

是正7月 1日～46年3月31日の聞の初診患者は毎月分を翌月末までに提出するよう依頼 した。 しか

し実際にはキノホルム問題等のため調査個人票の一部改正を行な ったこともあって，府県によって最

終報告時期に差がみられ，前回の報告書を集計 した昭和46年9月30日現在，最も遅い県では昭和

4 5年3月まで，最も早い県では昭和46年 6月まで報告されていた。また今回の報告書を集計した

昭和 47年6月30日現在，最も遅い県は昭和45年3月まで，最も早い県では昭和47年3月まで

報告されていた。

なお，集計はこれまでに報告された重複例をすべて除外 して行なった。

3 調査の結果

(1) 調査個人票受理枚数 （重複を含む ）は，前回l0, 0 8 6枚，今回40 6枚，報告施設数は前回

2,4 3 4施設，今回分を加えると 2,5 1 2施設となる。各県別の最終報告年月日は 14県が47年1

月以降， 6県が46年7月～ 12月となっており，その他の県は 46年6月以前となっていた。（表1)

(2）現在までの総受理枚数は 10, 4 9 2枚， 患者の実人員は前回報告分8,9 1 1名，今固までの増加

分33 8名，計9,24 9名となる。 （表 2) 
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(3）全患者の 9,24 9名（人口 10万対9.2 ）のうち SMO N確実例は5,8 3 9名．同容疑例は3,410l 

名であり ，初診年次の明らかなものについてみると， 41年以前1,3 4 9名， 42年1,3 7 4名，

4 3年 1.7 9 4名， 44年 2,41 8名と漸増しており＇ 4 5年1,6 5 2名とはじめて減少の傾向を

みせ46年には 95名と著減していた。なお4 7年は一部の府県のみより報告されてお η，5名の

患者がいたρ また確実例に対 して容疑例の占める割合は平均 I.7 : 1で．各年次とも大差はなかっ

た。これらの成績を提出府県別（表3）患者の現住所別 （表 4，図1, 2 ）および発病府県別（表

5 ）に観察した。

(4) 昭和42. 4 3年平均および44. 4 5年平均の提出府県別およひτ見住所府県別初診患者率（確

実＋容接）をみると全受診患者率（図1• 2 ）の場合とほぼ同じ傾向を示し，また42. 4 3年と

4 4 ' 4 5年の間でも著明な変化はな〈，中部，近畿，中国，四国に高率県が多〈なっていた。

なお. 4 6年， 47年はすべての府県で著明に減少していた。 （表 6，図3• 4 ) 

(5) 月別年次別に初診患者数 （確実＋容疑 〉をみると， 42年は 8月に， 43 ' 4 4年は 9月にピー

グをっくりつつ年次とともに各月の患者数が増加している。 45年は 1, 2. 3月がそれ以前の 3

年間の同月よりも多くなっているが， 4月以降は他の年次と異なり ，増加傾向が鈍り7月までほぼ

横は合いとなる。 8月以降は7月までと比較 して急減の傾向があることは確かであるσ （表7-1 • 

7ー2，図 5-1, 5-2）以上を初診患者の発病月別にみると， 昭和45年 10月以降，特に46

年に入ってからの減少頓向はさらに著明で，46年1月以降は僅か23名の抱丙者となっでいる。

（表 8-1, 8-2，図6-1,6-2) 

(6）月別年次別にみた腹部症状と神経症状の発現状況は（5）の初診の場合よりピークが1月ぐらい前に

ずれているだけで，その他はほぼ同じ傾向にある。 （表 9. 1 0 ) 

（円 腹部症状発現より神経症状発現まで，腹部症状発現より初診まで．および神経症状発現より初診

までの期間別患者数の分布は前回報告分とほぼ同様の傾向にあった。 〈表11, 12, 13) 

(8) 性，年令別全受診患者率（人口 10万対）は前回同様男女とも 60才台にピークをつく り， かっ

この年令層で男女間の開きが最も大きくなっている。全年令平均では男 6.1＇女 11. 8である。

初診患者率の場合も全受診患者率とほぼ同様の傾向を示しており ，昭和43年初診の率は全年令

平均で男 1.1，女2.4，昭和44年男I.5，女3.1，昭和45年男1.1，女2.1となっていた。昭

和46年以後は男女とも著減していた。 （表 14,15,16，図 7) 

(9) 職業別全受診患者率（人口 10万対 ）は医療従事者（ 1 9. 0 ）と事務（ 2 0. 4 ）が最も高く，主

婦（ 1 5. 0 ）， その他の専門職（ 1 5. 5 ），無職，その他（ 1 6. 0 ）などがこれに続いている。年

次別初診患者率も同様の傾向にあった。 （表 17 ) 

(10 也年令別にみた受療状況，症状．経過等は前回と大差なかった。（表 18 ) 

ω報告患者が臨床診断指針にどの程度合致しているかをみると，確実例の場合腹部症状な しが 1%, 

神経症状の徐々に発現したものが20%，知覚障害な しが 2<jら．異常知覚な しが 5%等となってお

り，容疑例の場合この順序にそれぞれ 7%, 3 7 %, 7 <jら， 9 <jらであった。 〈表 I9 ) 
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⑧） スモン 調 査 研 究 協 議 会

スモン （腹部症状を伴う脳脊髄炎症）調査個人票
（制する綱に記入し・闘 する記暗号Oでかこんでください・ただし？誌の停内には記入し位いで〈ださい・附の牌 は唱計のためのbので特別の怠味）
はありませλ．己の調査＂は；：.－｛：シの実11111芭!I~つためにゆみ使用する色のであり，をの他の目的には使いまぜん．又，個人の81密は厳守致します．

~I 2 I 3 h-1-s 
6 11 ls l s l10 

－ ｜｜ 性 I i. !113 2. 斗；－」｜（〈貴生纏Z年E初診月IP.I軍日令）13ぽ．昭 JLQ年目 月 目 白〈囚 才〕

患者 問 業 豆世帯室長名おi
〈具体的に〉 I ，よび 主柄と

の雪E

患 者 現 住 所 府筋県道
郡市

町符f~ ’羽 :s 品・~~I 時神祭の症患状者住問所 府都県道
郎市 ;} f' I 

区 区 :l91.l(),31 3~ ， J3は制

腹部室 賀 昭和口当店J年 口4止」月 ・不明 ！｜ 発神経現症年状月同l日公.!..:!Q._年 口斗 4 月 刈・貴初診施年般月の日I昭和口喧よ且i年 口唾止l月口叫 止 l日

診 星野 l確実なスモン
'1診W'S状寺の e

2.スモンの突い 7 受理実況 1.入院 2.通院 3.その他（
.JQ_I 

2会 断
時 ｜ 歩行： 1.不明 2不能 3かるうじて可 4ほぽ正常～正常 l下明 2駅 t 3不変 4・経快

. ..§！..＿経 過 Is.治ゆ 6死亡〈昭和 年 月〉
の 状

熊 ！ 復力 l不明 2全盲 3低下 4正常 ヨ：？1 死因名（
唱」

家族 ・発同居人
からの偶者

l不明 （ 
2.なし 3.あり氏名：

世情続主と．
の 柄・

発病年月・昭和 年 月）市

院内感宮島 1.＂＂り
I II考 周辺地域での~'.Eの宵Jili~，ぴそD他綱吉見庁あればせら、て〈ださい．

の可能性 2.なし
3不明 l

スモン の臨床 診 断指針

スモン澗査研究協議会

必発症状

11. 鵬窪状 〈蹴下痢な…、むね神径症状iζ先立っておζる・

I 2.同
a目 忽住または亙急性IC発現する．

b. 知覚隊寄が前ftlζ立つ． 両側位で，下半身． ζとに下肢官錦之つよ〈，

上界1：不鮮明で晶る．と〈に.J亀府知覚〈ものがついている，しめ

つげられる，ジ YジYする，壬の他〉を倖ない． ζれを品って初完

する E とが ~I 、．

型書考条項

（必発症状と併わせて，診断上きわめて大切てゐるJ

1. ト肢の深郎知覚符てさを呈する己とかラい．

2.運』t-.:Z宮

a. 下設のiiii力低下かよ くみられる．

b 健体r!liH走【下放軍E反射のた，；r;, Babinski現慢心ど を慢する ζ ！ 
とが:iい．

I 3. 上厳；E程度の知't. I'!！亦叩寄を忽ζ1'（.とがある・

I 4 次の 諸 症状問う ζと山・

.. 両側性漫力開苫 b. 脳症状， m神症状

c. 緑色舌苔，緑便 c. Wltlt. Jiii障害

5. 経過はお、むね遅延し，再慢する ζとがみる．

6 血液像，鎚液所.（IC著明信変化がない．

1. 小児には徳である．

こF「豆コ！ 

を舗の各項目について，上記忽者経過中の政当する笠状の有慨につき．下側の

ゐてはまると ζ ユの~字をすベてOでかζんでください．数字は集計のにめの
もので特別の1.!:時1：ゐりません．

必発症状

1. in栂Iii:状

l.ゐP (2. ~喧1 3.下勾 4.その他一一一一一一一一一〉
5. I,正し o.不明

2. 神経~t史

発現~.兄・ 6. 急性又は韮急性 7 徐々 o.不明

知覚隊lヰ， S，ゐリ 〔9 軍司5Ntt（必ずしも対称性でtiくてもよい〉

10.下半身につよい ll. 」ニ界不鮮明〕

12. I,よし o.不明

71状知必 13. ゐ~ (14ーものがついている 15. しめつけられる

16.ジ＞＇;. ＞＇する 17 その他 〉

IS. t.o t.. 0.不明

参考条項

1. 下j肢の夜間1知~trn: ＜位ll't党 摂動況はとヲ

19.あり ~o. なし 0 下明

2. ill!l助問'.ll
下肢の'Iii力侭下 21.ゐP 22.ζし o.不明

抗体治！：＇：~~ 23.ゐ＇ (24.下厳賓反射のt進
25. &binski現句

26，その他 〉

27. I,よし o. 不明

3. 上絞の運動問ぢ 28.ゐn 29.なし o.不明

” 可也~.. ~ 30.ゐJ 31.なし o.不明

4. 拘側佳品l力i:;i·,•: 32.ゐ日 33.なし 0 不明

首笠伏， f:'f：申'i£挟 34.ゐ3 35.なし o.不明

議色舌＝：； 36.あり 37. I,よし 。不明

i:l 使 おあり 39.なし o.不明

勝脱. il:r1’~'l' 40.あり 41.なし o.不明

:;. 経過の主＂ 4.'.!.あり 43. r.よし o.不明

T耳 唾・ 牛ιゐり 45.なし o.不明

6. 血，置の民需所見 46.ゐh 47.なし o.不明

泊;ezの ，， 48.ゐり 19. t；.し 。不明

ー－－
~ 



スモン調査個人記録コード一覧表

〉ド新様式調査票のみで記録された項目

＊氷旧様式調査票のみで記録された項目

コード必： 項 目 コ 一 ド

1 提 出 府 県 J伝 2 けたの府県~. 1～4 6 

2 個 人 J弘 府県別に 4けたの 一連番号

44：昭和 44年度末集計時までに集まったもの

3 調査票の提出時期
で初診が 44. 1. 1.以降のものを除く。

4 5：前回集計時までに集まって初診が昭和 44. 

1. i以降のものおよび前回集計後に集ま

ったすべての個人票

4 施 設 J包 府県別に 3けたの 一連番号

ローマ字の頭文字を 姓 2けた 名2けた

5 姓 名 の 頭 文
pす,,... 計 4けたの数字に変換したもの A: 1 1 

B: 1 z c : 1 3 .. z: 3 6 

6 性 0：不明 1：男 2 ；女

7 出 生 時 年 号 0 ：不明 1 ：明治 2：大正 3 ：昭和

8 出 生 年 2けたの数字 0 0 ：不明

9 出 生 月 φ φ 

1 0 出 生 日 。 。
1 1 初 呈M，会， 時 満 年 令 ウ ウ

0 0：不 明 0 1 ；医療従事者

0 2 ：管理的職業 0 3 ：事 務

0 4 ：販 売 0 5 ：；農林業

0 6：採鉱採石 0 7 : l車輪通信

1 2 職 業 0 8：工 員 0 9：サーピス

1 0 ：分類不能の職業 1 1 ：主婦（ 6 9才まで）

12:01,02以外の専門職

1 3 ：漁 業 1 4：その他，無職

1 5 ：学 生

1 3 現 住 所 府 県 項目 1と同じ

自治省都道府県市区町村コードて昭和 45年

1 4 現住所市 区 町村 4月1日）の第3けた， 4けた， 5けた，および

検査数字の計 4けたを用いた。

zu 
ー・． ． 



コード必 項 目 コ ド

1 5 発 病 地 府 県 項目 1と同じ

1 6 発 病 地 市 区 町 村 項目 14と同じ

1 7 腹 部 症 状発 現 年 2けたの数字 。。 ：不明

1 8 腹 部 症 状発 現 月 II // 

1 9 神 経症 状 発 現 年 H II 

20 神経 症 状 発 現 月 II II 

2 1 初 診 年 II II 

22 初 診 月 II II 

2 3 初 曇＂＂占、， 日 II II 

三箆9ι 断 確 実 性
1：確実 2：容疑 （不明はすべて 2：容疑

2 4 の
として処理した）

25 受 療 状 況 。：不明 l：入院 2：通院 3：その他

歩 fJ 
。：不明 l：不能 2：かろうじて可

26 
3：ほぽ正常～正常

2 7 視 力 。：不明 1：全盲 2：低下 3：正常

。：不明 1：死亡 2：悪化 3：不変
28 経 過

4：軽快 5：治ゆ

2 9 家族 カミ レ‘J ‘ の 発病 。：不明 1：あり 2 ：なし

30* 腹部症状 の 有無 II 

3Pド
（項目 30→1のものについて）

1：あり
腹 痛 の 有 無

32* 
（項目 30→1のものについて）

II 
下 痢 の 有 無

33* 
（項目3u→1のものについて）

II 
その他の腹部症状の有無

3 4－＇ド 神経症状の発現状況 o：不明 l：徐々 2：急性または車急性

35* 知覚 障害 の 有無 。：不明 l ：あり 2 ：なし

36* 
（項目35→1のものについて）

l：両側性
両 側性 カミ ど フ 台、

37* 
（項目 35→1のものについて）

i：下半身につよい
下半身につ よいかどうか

38* 
（項目 35→1のものについて）

1：上界不鮮明
上 界 不 鮮 明 か ど う か

39 異常 知 覚 の 有 無 。：不明 1：あり 2：なし ・． ． 

〈項目 39→1のものについて）
． 

40* ものがついている
l：あり
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コードAf 項 目 コ 一 ド

41* 
（項目39→ 1のものについて）

1：あり
しめ つ け ら れ る

42.>fく
（項目 39→ lのものについて）

II 
ジ ン シ’ ン す る

43本
（項目39→ 1のものについて）

H 
その他の異常知覚の有無

44* 下肢の深部族目覚障害の有無 。：不明 I ：あり 2：なし

．． 

45 下肢の筋力低下の有無 II 

4 6* 錐体路徴候の有無 II 

4 7 
〈項目 46→ 1のものについて）

1：あり
下肢臆 反射の充進

4 8.＞ド
（項目 46→ lのものについて）

II 
Babinski 現 象

4 9.>fく
（項目46→ 1のものについて）

II 
その他の錐体路徴候の有無

5 O?fく 上肢の運動障害の有無 。：不明 1 ：あ り 2：なし

5I?fく 上肢 の知覚障害の有無
／／ 

52* 両側性視力障害の有無 If 

53* 脳症状 ・精神症状の 有 無

5 4_;,fく 緑色舌 苔の 有 無
II 

5 5* 縁 使 の 有 無 II 

56 勝目危 ・直腸障害の有 無
／／ 

5 7 ~く 経 過 の 遷 延 ’t 

58.>fく 再 燃 の 有 無 ’t 

59* 血液 の 異 1{;・ 所 見
II 

60.:>jく 髄液 の 異常所見 II 

l：府県必1 2:.11£.2～7 3：必：8～I4 
6 I 提出府県ブロック別

4：必I5～・2 1 5：必22～24 6：必25～30

7：必 31～35 8：必36～3 9 9：必40～46

62 現住所ブロ '/ ク別
II 

6 3 発病住所ブログク別
II 

64 初診時満年令 3区分別 1 : 0～3 9才 2 : 4 0～5 9才

3 : 6 0才以上 4：不明

（〔後者 ）ー〔 前者〕〉の月数に 50を加える

6 5 腹部症状→神経症状の期間 腹部s4り.1，神経s4 6. 5のときは 6年 4カ月＝

7 6カ月一歩76+50= 126となる

。。



コー ド必： 項 目 ::I 一 ド

66 腹部症 状→ 初診の 時期 ’7 

67 神経症状→初診の時期 ク

68 出主時年号＋出生年の複合コー ド 項目 7×I00 ＋項 目8

6 9 出生月＋出生 日の複合コ ー ド 項 目9×1o o＋項目10 

70 姓のロ ー マ字 頭文 字 項 目5の姓の部分のみ

7 1 名の ローマ 字頭文 字 項目 5の名の部分のみ

72わド 初診時 の知 覚 障害の部 位
0：不明 1 ：下腹部以上 2 ：そけい部 以下

3：足首以下 4：その他

7 3)jく〉｜く 夜診時の運動障害（その他 ） 1：記入あ り 2 ：記入なし

7 4わド
0：不明 1：冗進 2：正常 3 ：減弱

初診時 の 膝蓋麗反射
4：消失

7 5米〉｜く 初診時 の アキレス鍵反射 // 

7 6わド 初診時のその他の神経症状 1；記入あ り 2：記入なし

7 7米〉｜く 経過中の神 経症状の増 悪 0：不明 1：あ り 2 ：なし

7 8わド 調 査 時 の 視 力 0：不明 1 ：全盲 2 ：低下 3：正常

79わド 自l 検 1 ：不明 2 ：あり 3：な し

0：不明 1・ 0～ 4才 2・ 5～ 9才

3: 1 0～1 4才 4:15～1 9才 5: 2 0～2 4才

80 
初 診 時 i筒 年 メP>.. 6:25～2 9才 7 : 3 0～34才 8: 3 5～39才

5 才 区 分 別 9: 4 0～44才 10:45--49才 11: 5 0～5 4才

1 2 : 5 5～5 9才 13: 60～64才 14: 6 5～69才

15:70～74才 16: 7 5～79才 17 : 8 0才以上

8 1 発病 地の 市 郡 ~JJ 
0 ：不明 1 : 7大都市 2：その他の市

3：郡部

8 2 医 師 の 意 見 1 ：記入あ り 2 ：記入な し

O：不 明 1 ：同時期以前 2 ：同時期

腹部症状→神経症状の期間 3 : 1カ月 4 : 2カ月 5 : 3カ月
83 

( 1 0区分別） 6 : 4～6カ月 7 : 7～1 2カ月 8: 13～24カ月

9 : 2 5～3 6カ月 1 0 : 3 7カ月以上

84 
腹部症状→初診の期間 。

( 1 0区分別 ）

85 
神経症状→初診の期間 。

( 1 0区分別）

8 6 予 備

87 。
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コー ド点 項 目 コ 一 ド

88 予 備

89 調査個人票の様 式 1：旧様式（第 1回全国調官コみに使用） 2：新様式

90 同 一 個人の重複結合
1 ：重複な し 2 : 2枚重複

3 : 3校…...2 5 : 2 5枚以上

9 1 氏 名 片かなで 姓 名

-1 0-
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